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はじめに 

 
 

本市では、令和２（2020）年３月に「千歳市人口ビジョン（改訂版）」を策定し、令

和３（2021）年度を始期とする第７期総合計画において、「令和 12（2030）年の目標

人口 10 万人」を掲げ、人口増加が続く活気あふれるまちづくりに向け、各種施策に取

り組んできました。 

令和５（2023）年２月に Rapidus 株式会社（以下 Rapidus）が千歳市での次世代半導

体製造拠点の立地を決定したことを受け、本市では、Rapidus 事業が国家戦略に基づく

巨大プロジェクトであり、今後のまちづくりに大きな影響を及ぼす可能性があること、

そして、Rapidus が立地したことによるまちの変化を捉え、さらなる発展を目指すこと

が重要であるとの考えから、この影響や変化等を調査し、市内外に示すため「千歳市将

来ビジョン」を策定しました。 

この度の人口ビジョンは Rapidus 立地の影響を踏まえた人口推計を示すため「千歳市

将来ビジョン」の策定とともに改訂するものです。 

 
 

 

 

 

 

対象期間 
 

人口ビジョンの対象期間は、令和２（2020）年３月に策定の「千歳市人口ビジョン

（改訂版）」と同様に令和 42（2060）年までとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※千歳市将来ビジョン：半導体産業を核とした産業集積の展開やそれによる様々なまちの変化を示すと

ともに、未来の発展に向け目指すべきまちの姿を描いたもの。 
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第１章 人口の現状                      

１ 人口の推移 

 

（１）近年の人口推移 

（図１）千歳市の年齢３区分別人口の推移 

 

 
出典：住民基本台帳[10 月 1 日時点]（千歳市） 

（表１）千歳市の年齢３区分別人口割合の推移 
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● 本市の人口総数は令和２（2020）年まで増加を続けていましたが、その後は、横ば

いの推移となっています。 

● 人口の内訳を年齢３区分別に見ると、0～14 歳（年少人口）は緩やかに減少を続け

ています。 
● 15～64 歳（生産年齢人口）は、平成 26（2014）年から平成 30（2018）年にかけて

減少していましたが、その後は令和５（2023）年まで横ばいの推移となっていま

す。 
● 65 歳以上（老年人口）は年々増加しており、人口総数に占める割合は平成 26

（2014）年には 20％の割合でしたが、令和６（2024）年には 24.2％と増加してい

ます。 

出典：住民基本台帳[10 月 1 日時点]（千歳市） 
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（２）男女比率及び外国人人口の推移 

  

（図２）男性・女性人口と、その男女比率 

 
出典：住民基本台帳[10 月 1 日時点]（千歳市） 

（図３）千歳市の外国人人口 

 
出典：住民基本台帳[10 月 1 日時点]（千歳市） 
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● 本市の人口の男女比率（女性人口を 100％とした場合の男性人口）は、男

性人口が多い状況が続いており、令和６（2024）年の男女比率は 103.3％

となっています。 

● 外国人人口は増加傾向にあり、令和５（2023）年に初めて 1,000 人を超

え、令和６（2024）年には 1,306 人となっています。 

● 外国人の男女比は、令和３（2021）年までは女性が多い状況でしたが、近

年は男性が多くなっています。 
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（３）千歳市の現在の人口構成について 

 

 

 

 

（図４）千歳市の人口ピラミッド 

 

 

出典：住民基本台帳[令和６年 10 月 1 日時点]（千歳市） 

 

 

  

● 本市の令和６（2024）年 10 月１日時点の人口ピラミッドは、男女とも 20

歳前後、昭和 46（1971）年から昭和 49（1974）年生まれの団塊ジュニア世

代、昭和 22（1947）年から昭和 24（1949）年生まれの団塊の世代の３つの

ピークがあります。 

● 18 歳以下の年齢層の人口は男女ともに他の年齢層と比べ少なくなっていま

すが、進学や就職等により、20 歳前後の年代が多くなっています。 

● 団塊の世代は後期高齢者（75 歳以上）に到達したことから、後期高齢者人

口は増加しています。 

男性 女性 

団塊の世代 

団塊ジュニア世代 

20 歳前後の年代 
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（４）人口動態の内訳 

  

 

 

 

（図５）人口動態・出生数・死亡数の推移 

  

出典：住民基本台帳[1 月 1 日時点]（千歳市） 
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● 本市の自然増減は、平成 30（2018）年に初めて死亡数が出生数を上回り、令

和２（2020）年以降はその状況が続いています。 

● 社会増減では、平成 27（2015）年以降転入超過が続いており、新型コロナウ

イルス感染症の影響を受けた、令和３（2021）年においては転出超過となり

ましたが、令和４（2022）年からは再び転入超過となりました。 

● 近年は自然減分を、社会増で補う状況が続いています。 
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２ 自然増減（出生） 

（１） 年齢階級別の女性人口・出生数 

   
（図６）15～49 歳の女性人口 

 

出典：住民基本台帳[10 月 1 日時点]（千歳市） 

（図７）出生数（母の年齢階級別） 
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● 出生数に大きく関わる「15 歳～49 歳」の女性人口は平成 26（2014）年か

ら 10 年間で約 1,400 人近く減少しています。  

● 本市の出生数を年齢別に見ると、どの年代でも出生数は減少しています。

特に 20 代の出生数は、平成 26（2014）年から約 34％減少しています。 

出典：人口動態統計（厚生労働省） 
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（２）出生率の推移  

 

 

 

 

（図８）合計特殊出生率の推移 

 

出典：人口動態統計［合計特殊出生率］（厚生労働省） 
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● 15 歳から 49 歳までの女性の年齢別出生率を合計した合計特殊出生率は、

１人の女性が一生の間に生む子どもの人数とされています。 

● 本市の令和５（2023）年の合計特殊出生率は 1.21 となりました。平成 28

（2016）年までは全国や北海道と比較して高い値で推移してきましたが、

近年は全国と同程度の水準にあります。 
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３ 自然増減（死亡） 

（１） 死亡の状況 

  
（図９）死亡数、死亡率（人口 10万人あたりの死亡数）の推移 

  

出典：人口動態統計（厚生労働省）、住民基本台帳（千歳市） 

（図 10）年齢４区分別の死亡率（人口 10 万人あたりの死亡数）の推移 

 
出典：人口動態統計（厚生労働省）、住民基本台帳[10 月 1 日時点]（千歳市） 
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● 本市の全人口に対する死亡率、死亡数は増加傾向にあり、近年は 900 人を

超える死亡数となっています。 

● 年齢４区分別の人口 10 万人あたりの死亡率で見ると、「75 歳以上」が令

和元年以降に上昇傾向にあります。 
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４ 社会増減（転入と転出） 

（１） 転入者数と転出者数 

  

（図 11）転入数と転出数、純移動数の推移 

 
出典：住民基本台帳（千歳市） 

（図 12）人口に対する転入・転出者数の割合（北海道内上位 10市） 

転入 転出 

  
出典：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数［令和６年］（総務省） 
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● 本市では、毎年、5,000～6,000 人の転入・転出があります。 

● 純移動数（転入数－転出数）は、令和３（2021）年では新型コロナウイル

ス感染症の影響に伴い、一時的に転入者数が減少し、マイナスとなりまし

たが、その後は転入超過に転じています。 

● 人口に対する転入・転出者数の割合を見ると、北海道内の市部では、転入

は１番高い割合で、転出については３番目に高い割合となっており、道内

でも人口に対する社会増減の割合が高いことが分かります。 
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（２） 地域ブロック別の転入・転出の状況 

  

（図 13）地域ブロック別の転入者数と転出者数、純移動数（転入者数－転出者数） 

転入者数 

 

純移動数 

 

 

転出者数 

 

● 転入者数を地域ブロック別に見ると、新型コロナウイルス感染症の影響を

受けた令和３（2021）年、令和４（2022）年は「北海道内（札幌圏以

外）」が最多でしたが、令和５（2023）年は「札幌圏」が上回りました。

北海道外では、令和４（2022）年以降は合計で 2,500 人を超える転入者数

となっており、その内訳では東京圏が多くなっています。 

● 転出者数を地域ブロック別に見ると、「札幌圏」が多い状況です。「北海道

内（札幌圏以外）」への転出は、令和４（2022）年以降、約 1,400 人で推移

しています。北海道外では合計で約 2,300 人を超えており、その内訳では転

入と同じく東京圏が多くなっています。 

● 純移動数については、令和３（2021）年、令和４（2022）年は北海道内の

他自治体へ転出超過となっていましたが、令和５（2023）年には転入超過

に転じています。 

札幌圏：札幌市、小樽市、江別市、恵庭市、 

北広島市、石狩市 

東京圏：東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県 

出典：住民基本台帳人口移動報告［令和３年、令和４年、令和５年］（総務省） 
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（３）転入元、転出先 

 
（図 14）転入・転出者数、純移動数（転入・転出者数のそれぞれ上位 20 自治体を掲載） 

 

● 令和５（2023）年の本市への転入者数を転入元の自治体別（北海道内は市

町村、北海道外は都府県）に見ると、北海道内では札幌市（1,264 人）が

突出して多く、次いで、恵庭市（329 人）、苫小牧市（278 人）の順に多く

なっています。北海道外では、東京都（320 人）、神奈川県（262 人）、埼

玉県（242 人）、千葉県（150 人）の東京圏（１都３県）からの転入者数が

多い状況です。 

● 本市からの転出者数を転出先の自治体別に見ると、転入と同様に、北海道

内では札幌市（1,363 人）が突出して多く、次いで、恵庭市（398 人）、苫

小牧市（260 人）の順に多くなっています。北海道外では、転入と同じ

く、東京圏への転出者数が多い状況です。 

転入者数 

転出者数 

出典：住民基本台帳人口移動報告［令和５年］（総務省） 
※北海道内は市町別、北海道外は都府県別（◆）に記載 

純移動数 
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（４） 年齢階級別の転入・転出状況～男性 

  

（図 15）年齢階級別の純移動数の推移～男性 

 

（図 16）年齢階級別の転入者数と転出者数～男性（令和５年） 

  
出典：住民基本台帳人口移動報告［令和５年］（総務省）※年齢階級別「不詳／その他」は除く。 

● 男性における純移動数（転入数－転出数）の推移では、「10～19 歳」が最

も転入超過数が多い状況ですが、その数も近年は減少傾向にあります。 

● 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた令和３（2021）年には、「20～

29 歳」の転出超過数が最も多くなりましたが、近年はその数も抑制傾向に

あります。 

● 令和５（2023）年には「10～19 歳」、「40 歳～49 歳」、「60 歳以上」の

年代で転入超過に転じました。 

● 令和５（2023）年の転入者数と転出者数の内訳をみると、いずれの年代に

おいても北海道内での移動が多くなっています。 

純移動数 

転入者数 

転出者数 
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（５） 年齢階級別の転入・転出状況～女性 

  

（図 17）年齢階級別の純移動数の推移～女性 

 
（図 18）年齢階級別の転入者数と転出者数～女性（令和５年） 

 
出典：住民基本台帳人口移動報告［令和５年］（総務省）※年齢階級別「不詳／その他」は除く。 

● 女性における純移動数（転入数－転出数）の推移は、男性と同じく「10～

19 歳」の転入超過数が最も多くなっています。 

● 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた令和３（2021）年と令和４

（2022）年には、「20～29 歳」の転出超過数が多くなりましたが、令和５

（2023）年には転入超過へ転じています。 

● 令和５（2023）年の転入者数と転出者数の内訳をみると、いずれの年代に

おいても男性と同じく、北海道内での移動が多くなっています。 

純移動数 

転入者数 

転出者数 
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５ 産業・雇用 

（１） 産業別（大分類）の就業者数 

   

（図 19）男女別 産業別（大分類）就業者数と特化係数 

 

出典：国勢調査結果［令和２年］（総務省） 

 
※特化係数：域内における当該産業の就業者比率を、全国の当該産業の就業者比率で除した数値。値が１よ
り大きい場合は、当該産業が全国と比べ高い比率。   

● 本市には 280 社を超える企業が立地するほか、陸上自衛隊東千歳駐屯地、陸

上自衛隊北千歳駐屯地、航空自衛隊千歳基地が所在していることや、生産性

が高い農業地域を有しています。 

● 男女別に産業別就業者数を見ると、男性は、公務、製造業、運輸業・郵便業

の順に就業者数が多く、女性は、医療・福祉、卸売業・小売業、宿泊業・飲

食サービス業の順に就業者数が多くなっています。 

● 男女別に産業別特化係数※を見ると、男性は、公務、鉱業・採石業・砂利採

取業、運輸業・郵便業の順に高く、女性は、運輸業・郵便業、公務、宿泊

業・飲食サービス業の順に高くなっています。 

● 公務の特化係数が高いことは、本市の特色である自衛隊によるものであると

考えられます。本市の自衛隊の隊員数は人口の約 10％に相当し、家族等を

合わせると約 25％を占めています。 

● 運輸業・郵便業の特化係数が高いことは、新千歳空港の就業者によるもので

あると考えられます。 
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（２） 千歳市外から市内に従業している就業者数 

  

 

 

 

（図 20）千歳市内就業者の居住地別居住人数 
 

 

出典：国勢調査結果（総務省） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※千歳市内就業者数： 居住地を問わず市内に就業する人数。 

● 令和２（2020）年の国勢調査において、市内就業者数※は 52,760 人となっ

ており、平成 27（2015）年と比較すると、就業者数は約 2,000 人ほど増加

しています。 

● 市外から市内に従業している就業者数は 13,847 人と全体の約 26％を占

め、その割合は徐々に増加傾向にあります。 
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（３）近隣からの通勤・通学の状況 

   
 

（図 21）通勤・通学者の状況 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：国勢調査結果［令和２年］（総務省） 

● 市内には、立地企業のほか、公立千歳科学技術大学、北海道千歳リハビリ

テーション大学、日本航空大学校などの特色ある高等教育機関が所在して

おり、多くの学生が市内で学生生活を過ごしています。 

● 令和２（2020）年の国勢調査では、北海道内他市町村から本市への通勤・

通学者数は 14,820 人となり、内訳を見ると、恵庭市（6,237 人）と札幌市

（4,288 人）が特に多く、次いで、苫小牧市（1,684 人）、北広島市

（1,004 人）の順になっています。 

● 本市から北海道内他市町村への通勤・通学者数は 11,165 人で、内訳を見

ると、恵庭市（3,238 人）、札幌市（3,005 人）、苫小牧市（2,201 人）が

特に多くなっています。 

● 札幌市・恵庭市・苫小牧市の３市における本市への通勤通学、及び本市か

らの通勤通学の多さは、本市への転入や本市からの転出の多さと同様の傾

向にあります。 

北海道内他市町村から千歳市

への通勤・通学者数計： 

14,820 人 

千歳市から北海道内他市町村

への通勤・通学者数計： 

11,165 人 



17 

（４） 昼間人口・夜間人口の推移 

  

 

 

 

（図 22）昼間人口、夜間人口、昼夜間人口比率 

 

出典：国勢調査結果（総務省） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※昼夜間人口比率：夜間人口（常住人口）と昼間人口の割合で、夜間人口 100 人あたりの昼間人口で表しま
す。日常的に通勤・通学で域外から来る人の割合を示しています。  

● 本市の昼間人口、夜間人口はともに増加傾向となり、令和２（2020）年に

初めて昼間人口が 10 万人を超えています。 

● 昼夜間人口比率※は 100％を超えており、本市の大きな特徴となっていま

す。その比率は横ばいで推移しています。 
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６ 交流人口 

（１） 観光入込客数 

  

 

（図 23）千歳市内の観光入込客数の推移（年度別） 

 

 

 

 

出典：観光入込客数調査（千歳市） 

● 本市の観光入込客数は、新型コロナウイルス感染症の影響により令和２

（2020）年に大幅に減少しました。 

● 令和２（2020）年から令和５（2023）年にかけては、緩やかな増加を続け

ています。 

北海道内・北海道外客別 

訪問先別（市街地・支笏湖） 

日帰り・宿泊客別 
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第２章 将来人口の推計                     

１ 将来推計人口 

（１） 人口推計の考え方 

令和元年度に策定した人口ビジョンでは、人口推計に加え、人口増加の取組を進め

たことによる効果を見込んで、本市の人口の将来展望を令和 12（2030）年に 10 万人

としていました。 

令和５（2023）年 12 月に国立社会保障・人口問題研究所が公表した、令和２

（2020）年の国勢調査に基づく人口推計は、令和２（2020）年の 97,950 人をピーク

に、令和 12（2030）年は 96,607 人、令和 22（2040）年は 92,861 人に減少するとい

う推計となっていますが、Rapidus 立地の影響を反映していません。 

改訂する人口ビジョンでは、「千歳市将来ビジョン」で示した Rapidus 立地に伴う

人口増加効果を加えた推計を、確実性の高い人口の将来展望として置き換えて、「将

来推計人口」としています。 

本市が半導体関連産業集積による人口増加効果を踏まえて新たに算出した将来推計

人口は、令和 12（2030）年に 100,710 人、令和 18（2036）年にはピークを迎え

102,246 人が見込まれる結果となりました。 

その後は、社会動態の増加は続くものの、出生数減少や死亡数増加による自然動態

の減少の影響を受け、令和 42（2060）年まで減少する見込みとなります。 

（図 24）将来推計人口 

 

 
   出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）」 

● 将来推計人口：基準人口は、住民基本台帳人口の令和６（2024）年 10 月１日時点

としてコーホート要因法及び「千歳市将来ビジョン」で算定した Rapidus 立地効

果を加え推計しています。生残率（死亡率）及び移動率は過去７年間の平均値、

合計特殊出生率は過去２年間の平均値（1.24）としています。 
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（２） 年齢３区分別人口の変化 

 年齢構成の変化を比較すると、0～14 歳（年少人口）は、令和５（2023）年から減

少傾向で推移します。15～64 歳（生産年齢人口）は、総人口のピークを迎える令和

18（2036）年に約 2,500 人近く増加しますが、その後減少に転じます。 

65 歳以上（老年人口）は、令和 32（2050）年まで増加傾向となり、高齢化率をみ

ると、令和 42（2060）年までは上昇を続ける推移となります。 

 

（図 25）将来推計人口 年齢３区分別人口 

 
※推計値は、小数点以下第１位を四捨五入した値のため、年齢３区分別人口の合計と総人口は 

必ずしも一致しません。 

 
 
（３） Rapidus 立地に伴う人口増加効果予測 

Rapidus は、本市の工業団地「千歳美々ワールド」において、令和７（2025）年４

月に試作ライン稼働、令和９（2027）年に量産を開始する計画を明らかにしており、

現在、次世代半導体製造拠点（IIM）の建設工事が着々と進められています。 

半導体の製造には様々な工程があり、また数多くの企業が関わることから、「千歳

市将来ビジョン」では、各企業へのヒアリングや先行事例を参考に Rapidus 立地に伴

う企業集積等による人口増加効果を、表２で示した条件に基づき試算しています。 

試算した結果では、Rapidus の生産能力に連動して人口増加が進むと想定し、令和

22（2040）年までの累計で 7,800 人の人口増加効果があるとしています。 
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（表２）【人口効果試算における前提条件】 

引用：千歳市将来ビジョン 

 

（図 26）【半導体産業集積による人口増加効果予測】 

 

引用：千歳市将来ビジョン 
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4,000
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2035

(R17)

2040

(R22)

（人）

年

Rapidus

（従業員＋家族）

装置メーカー

（従業員＋家族）

その他

（従業員＋家族）

項目 人口動態条件 内容 

Rapidus 従業員 

IIM で働く Rapidus 従業員は主に道

外などで採用され、本人のほか、家族を

伴って転入する人もいると想定します。 

1. 試作ライン稼働時は 300 人から 400 人程

度でスタート 

2. IIM-1 フル稼働時には 800 人から 1,000

人程度 

装置メーカー従業員 

装置メーカーの従業員は IIM 内の装置

のメンテナンスや緊急時の対応を行うた

め、本人のほか、家族を伴って転入する

人もいると想定します。 

1. 試作ライン稼働時は 400 人程度のサポート

人員 

2. IIM-1 フル稼働時には 1,000 人規模 

その他 

工場インフラ設備企業や研究機関などの

関連企業や団体からも、本人のほか、家

族を伴って転入する人もいると想定しま

す。 

1. 算定対象は工場インフラ設備企業、物流企

業、研究機関など 

2. 効果が顕著に出始めるのは IIM-2 操業開始

前後と想定 
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第３章 目指す方向性                   

１ 目指す方向性 

本市では、人口増加が続く活気あふれるまちづくりに向け、第７期総合計画基本構想に

おいて、次の３つの目指す方向性と目標人口 10 万人の達成を掲げています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

２ 目指す方向性に向けた取組 

目指す方向性を人口の定着・転入者の増加、合計特殊出生率の維持や、交流人口の拡大

や関係人口の創出とし、その取組を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

方向性１  

雇用の創出や教育環境、住宅環境の充実等に取り組み、“人口の定着、転入者の

増加”を目指します。 

 

方向性２  

結婚、出産、子育てに関する希望をかなえる環境づくりに取り組み、“出生数の

回復”を目指します。 

 

方向性３ 

千歳市が持つ多くの観光資源や地理的優位性などを生かして“交流人口の拡大”

や“関係人口の創出”を目指します。 

目指す方向性 



23 

（１）社会動態 

 
 

 

（２） 自然動態 

 

 

 

（３） 交流人口・関係人口 

 

 

 

 

○ 人口の定着や転入者の増加を促すためには、産業振興を通じた雇用の創出や

人材確保に向けた支援が必要です。 
○ 様々な分野の企業誘致を推進するとともに、受入環境を整備する取組が必要

です。 
○ Rapidus の立地により、今後更なる半導体産業集積の可能性があることから、

関連企業の誘致を推進していくことが必要です。 
○ 本市には、多くの自衛隊の隊員やその家族が居住しており、自衛隊は本市の

まちづくりに深いかかわりを持つことから、自衛隊の体制維持・強化に向け

た取組や自衛隊との共存共栄によるまちづくりが必要です。 
○ 出生数と密接に関係している 20 歳代、30 歳代の子育て世代の転出が目立つこ

とから、教育環境の充実や住宅環境の整備等の取組が必要です。 

○ 全国的に出生率は低下傾向にあり、その回復は厳しさを増しています。本市に

おいても低下傾向にありますが、現状の出生率を維持し、少子化の進行を緩和

するためには、本市で出産・子育てしたいと思える環境づくりが必要です。 

○ 安心して子どもを産み育てることができるよう、妊娠・出産から子育てまで、

ニーズに応じた切れ目のないきめ細やかな子育て支援策が必要です。 

○ 本市は、北海道の空の玄関口である新千歳空港が所在するほか、道央圏有数

の観光資源である支笏湖などを有しており、観光振興やスポーツ合宿の誘致

など、交流人口を拡大する取組が必要です。 

○ 新千歳空港は本市のみならず北海道全体の交流人口創出の中心的な役割を担

っており、また、多くの雇用を創出していることから、空港を核とした取組

が有効です。 

○ シティセールスの積極的な取組により、本市と多様に関わっていただく関係

人口の創出が必要です。 
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【参考資料】                     

１ 「第１章 人口の現状」に関連する図・表 

 

（図１）国勢調査における千歳市の人口・世帯数の推移 

 

出典：国勢調査（総務省） 

 

（表１）北海道内市町村の人口増減率・数（令和２年調査が平成 27 年調査を上回った市町村） 

               

 

出典：国勢調査（総務省） 

 

 

市町村 R2人口 H27人口 増減率 増減数

1 占冠村 1,306人 1,211人 ＋7.8% ＋95人

2 赤井川村 1,165人 1,121人 ＋3.9% ＋44人

3 東川町 8,314人 8,111人 ＋2.5% ＋203人

4 千歳市 97,950人 95,648人 ＋2.4% ＋2,302人

5 ニセコ町 5,074人 4,958人 ＋2.3% ＋116人

6 札幌市 1,973,395人 1,952,356人 ＋1.1% ＋21,039人

7 鶴居村 2,558人 2,534人 ＋0.9% ＋24人

8 恵庭市 70,331人 69,702人 ＋0.9% ＋629人

9 倶知安町 15,129人 15,018人 ＋0.7% ＋111人

10 江別市 121,056人 120,636人 ＋0.3% ＋420人

11 上士幌町 4,778人 4,765人 ＋0.3% ＋13人

12 留寿都村 1,911人 1,907人 ＋0.2% ＋4人

（参考） 全道計 5,224,614人 5,381,733人 △2.9% △157,119人
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（図２）千歳市における年齢別の出生率（人口千人あたりの出生数）の推移 

 

出典：人口動態統計（厚生労働省）及び住民基本台帳[10 月 1 日時点]（千歳市）より算出 

 

（図３）婚姻率（人口千人あたりの婚姻数）の推移 

 
出典：人口動態統計（厚生労働省）、住民基本台帳（千歳市） 
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（表２）純移動数等の推移（転入者数・転出者数の多い自治体） 

 
出典：住民基本台帳人口移動報告（総務省） 

 

 

 

（表３） 15 歳以上就業者・通学者の従業・通学地（主な近隣市町村） 

 
出典：国勢調査（総務省） 

市町村名 市外で従業・通学 市外から従業・通学 差引 市外で従業・通学 市外から従業・通学 差引

恵庭市 3,238人 6,237人 △ 2,999人 3,058人 5,893人 △ 2,835人

札幌市 3,005人 4,288人 △ 1,283人 2,958人 3,710人 △ 752人

苫小牧市 2,201人 1,684人 517人 2,051人 1,434人 617人

北広島市 718人 1,004人 △ 286人 694人 1,110人 △ 416人

安平町 671人 367人 304人 527人 439人 88人

江別市 254人 357人 △ 103人 228人 324人 △ 96人

長沼町 107人 179人 △ 72人 79人 183人 △ 104人

厚真町 97人 40人 57人 76人 31人 45人

由仁町 61人 86人 △ 25人 42人 76人 △ 34人

岩見沢市 43人 98人 △ 55人 33人 86人 △ 53人

栗山町 25人 40人 △ 15人 19人 46人 △ 27人

令和２年国勢調査 平成27年国勢調査
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（図４）新千歳空港乗降客数の推移 

 

出典：新千歳空港の航空概況速報（東京航空局新千歳空港事務所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



28 

２ 結婚と出産に関する意識（全国調査） 

 

令和３年（2021 年）に国立社会保障・人口問題研究所が「第 16 回出生動向基本調査

（結婚と出産に関する全国調査）」を実施しました。我が国における未婚者の「結婚」に

対する意識や結婚している夫婦の「出産」に対する意識や状況は次のとおりです。 

 

 

（図５） 調査別にみた、未婚者の生涯の結婚意思 

 

 

 

 

 

○ いずれ結婚しようと考える未婚者の割合は男性 81.4％（前回

85.7％）、女性 84.3％（同 89.3％）で、依然として高い水準にありま

すが、近年では、男女とも一生結婚するつもりはないとの回答が増加傾

向にあります。 
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（図６）調査年齢別にみた、これまでに「いずれ結婚するつもりがある」と思った経験の有無

（結婚意思のない未婚者） 

 

 
（図７） 調査・結婚形態別にみた、平均知り合い年齢、平均初婚年齢、平均交際期間 

 

○ 「一生結婚するつもりはない」と回答した 18～34 歳の未婚者で、これ

までに「いずれ結婚するつもり」と思ったことがあるかを調査したとこ

ろ、意思の変化はないと回答した 18～24 歳の女性は 61.0%（同 50.6%）

と増加しました。 

○ 夫妻の初婚年齢は、夫 30.7 歳（同 30.6 歳）、妻 29.1 歳（同 29.1 歳）

と前回調査と同じ推移で、晩婚化となっています。 



30 

 
 

（図８） 調査別にみた、夫婦の完結出生子ども数（結婚持続期間 15～19 年） 

 

（図９） 調査別にみた、夫婦の出生子ども数分布の推移（結婚持続期間 15～19 年） 

 

○ 夫婦の完結出生児数（最終的な出生子ども数の平均値）は、前回調査を

更に下回りました（前回 1.94 → 1.90 人）。半数を超える夫婦が 2人の

子どもを生んでいる一方で（50.8%）、子ども 1人の夫婦が増加していま

す（前回 18.5 → 19.7％）。 
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（図 10） 調査別にみた、夫婦の平均理想子ども数と平均予定子ども数 

 

 
（図 11）調査別にみた、理想の数の子どもを持たない理由（予定子ども数が予想子ども数を下回

る夫婦） 

 

○ 夫婦の平均理想子ども数は過去最低となっており、平均予定子ども数は前

回と同じ人数となっています。（理想子ども数前回 2.32 → 2.25 人、 予

定子ども数同 2.01 → 2.01 人）。 

○ 夫婦の予定子ども数が理想子ども数を下回る理由として最も多いのは、依

然として「子育てや教育にお金がかかりすぎる」（52.6％）、次いで「高年

齢で生むのはいやだから」（40.4％）となっています。 
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３ 将来推計人口（地区別人口推計） 

（１） 地区区分の設定 

 

 

（２） 地区別人口推計 

 

○ 本推計は将来推計人口を踏まえ、参考資料として８つの地区に分け、令和

27（2045）年まで推計しています。 

○ 地区の区分については、次の図のとおりとしています。 

○ 推計方法は、住民基本台帳人口の令和６（2024）年 10 月１日時点の各地

区の基準人口に「将来推計人口」と同様のコーホート要因法（生残率・移

動率・合計特殊出生率）を用い、Rapidus 立地効果を各地区（駒里・東千

歳地区を除く）に振り分けています。 

○ Rapidus 立地効果の振り分け（駒里・東千歳地区を除く）は、地区ごとに

見込まれる物件供給戸数（令和６（2024）年 10 月時点情報）の割合で振

り分けし、それ以降は、地区別の人口割合で振り分けています。 

○ 推計値は、小数点以下第１位を四捨五入した値のため、年齢３区分別人口

の合計と総人口は必ずしも一致しません。 
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① 鉄南中部エリア 

 

 
 

 

② 鉄北東部エリア 

 

 

鉄南中部エリア R5 R6 R12 R17 R18 R22 R27
0-14歳（年少人口） 11% 10% 11% 12% 12% 12% 11%
15-64歳（生産年齢人口） 66% 67% 66% 65% 64% 62% 61%
65歳（老年人口） 23% 23% 22% 23% 24% 26% 28%

鉄北東部エリア R5 R6 R12 R17 R18 R22 R27
0-14歳（年少人口） 11% 10% 10% 10% 9% 9% 9%
15-64歳（生産年齢人口） 60% 60% 59% 58% 58% 57% 55%
65歳（老年人口） 29% 30% 31% 32% 32% 34% 36%

○ 令和６（2024）年 10 月の鉄

南中部エリアの人口は、

24,239 人で市の総人口の

24.8%を占めています。 

○ 令和 27（2045）年の人口

は、26,047 人まで増加する

見込みで、増加率は約

7.5％となります。 

○ 令和６（2024）年 10 月の鉄

北東部エリアの人口は、

15,479 人で市の総人口の

15.9%を占めています。 

○ 令和 27（2045）年の人口

は、14,208 人まで減少する

見込みで、減少率は約

8.2％となります。 



34 

③ 鉄北中部エリア 

 

 
 

 

④ 鉄南西部エリア 

  

 

鉄北中部エリア R5 R6 R12 R17 R18 R22 R27
0-14歳（年少人口） 13% 13% 12% 11% 10% 10% 10%
15-64歳（生産年齢人口） 65% 65% 66% 65% 65% 63% 61%
65歳（老年人口） 21% 22% 23% 24% 25% 27% 29%

鉄南西部エリア R5 R6 R12 R17 R18 R22 R27
0-14歳（年少人口） 11% 11% 10% 10% 9% 9% 9%
15-64歳（生産年齢人口） 61% 61% 62% 62% 61% 59% 57%
65歳（老年人口） 28% 28% 28% 29% 29% 31% 33%

○ 令和６（2024）年 10 月の鉄

北中部の人口は、18,847 人

で市の総人口の 19.3%を占

めています。 

○ 令和 27（2045）年の人口

は、20,189 人まで増加する

見込みで、増加率は約

7.1％となります。 

○ 令和６（2024）年 10 月の鉄

南西部エリアの人口は、

12,667 人で市の総人口の

13.0%を占めています。 

○ 令和 27（2045）年の人口

は、11,793 人まで減少する

見込みで、減少率は約

6.9％となります。 
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⑤ 向陽台エリア 

 

 
 

⑥ 鉄北西部エリア 

 

 

向陽台エリア R5 R6 R12 R17 R18 R22 R27
0-14歳（年少人口） 8% 8% 7% 8% 8% 9% 9%
15-64歳（生産年齢人口） 57% 56% 53% 51% 50% 49% 49%
65歳（老年人口） 35% 36% 40% 42% 42% 42% 42%

鉄北西部エリア R5 R6 R12 R17 R18 R22 R27
0-14歳（年少人口） 20% 19% 13% 10% 10% 10% 12%
15-64歳（生産年齢人口） 66% 67% 71% 71% 71% 66% 60%
65歳（老年人口） 13% 14% 16% 18% 19% 23% 28%

○ 令和６（2024）年 10 月の向

陽台エリアの人口は、9,149

人で市の総人口の 9.4%を占

めています。 

○ 令和 27（2045）年の人口

は、7,728 人まで減少する

見込みで、減少率は約

15.5％となります。 

○ 令和６（2024）年 10 月の鉄

北西部エリアの人口は、

16,477 人で市の総人口の

16.9%を占めています。 

○ 令和 27（2045）年の人口

は、18,503 人まで増加する

見込みで、増加率は約

12.3％となります。 
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⑦ 東千歳エリア 

 

 
 

 

⑧ 駒里エリア 

 

 

東千歳エリア R5 R6 R12 R17 R18 R22 R27
0-14歳（年少人口） 15% 16% 11% 8% 8% 7% 9%
15-64歳（生産年齢人口） 51% 50% 57% 59% 59% 59% 55%
65歳（老年人口） 34% 34% 32% 33% 33% 34% 37%

駒里エリア R5 R6 R12 R17 R18 R22 R27
0-14歳（年少人口） 11% 10% 10% 11% 11% 12% 11%
15-64歳（生産年齢人口） 60% 63% 63% 61% 62% 62% 58%
65歳（老年人口） 29% 27% 27% 28% 27% 26% 30%

○ 令和６（2024）年 10 月の東

千歳エリアの人口は、374

人で市の総人口の 0.4%を占

めています。 

○ 令和 27（2045）年の人口

は、309 人まで減少する見

込みで、減少率は約 17.4％

となります。 

○ 令和６（2024）年 10 月の駒

里エリアの人口は、313 人

で市の総人口の 0.3%を占め

ています。 

○ 令和 27（2045）年の人口

は、289 人まで減少する見

込みで、減少率は約 7.8％

となります。 
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【対象地域】 

 

 

① 鉄南中部エリア・・・栄町、千代田町、幸町、春日町、錦町、緑町、大和、桂

木、北栄、新富、末広、北斗 1 丁目・2丁目、新星、真町、本町、東雲町、朝日

町、清水町、平和、真々地、支笏湖温泉ほか 

② 鉄北東部エリア・・・青葉、住吉、東郊、日の出、青葉丘、日の出丘、豊里、梅

ヶ丘、弥生、寿、旭ヶ丘、流通ほか 

③ 鉄北中部エリア・・・富丘、幸福、清流、根志越、稲穂、花園、高台、あずさ、

泉郷、中央、祝梅 

④ 鉄南西部エリア・・・北斗 3 丁目～6丁目、自由ヶ丘、桜木、信濃、富士、北信

濃、上長都 

⑤ 向陽台エリア・・・若草、白樺、里美、文京、柏陽、福住、泉沢 

⑥ 鉄北西部エリア・・・北光、長都、釜加、都、北陽、長都駅前、勇舞、みどり台

北、みどり台南 

⑦ 東千歳エリア・・・東丘、新川、幌加、協和 

⑧ 駒里エリア・・・駒里、美々 

千歳市人口ビジョン 
【担当】千歳市企画部主幹（総合計画等担当） 
〒066-8686 北海道千歳市東雲町２丁目 34 番地 
電話 0123-24-0521 

FAX 0123-22-8852 
作成：令和７年２月 


